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（様式８）                               （処分業者用） 

  令 7 年 7 月 7 日 

 長野県知事 様 

 

 令和 6 年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書  

 

 下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間   令和６年度から令和７年度 

会 社 名 直富商事株式会社 

住 所 
〒381-0022 

長野県長野市大字大豆島3397番地6 

代 表 者 名 代表取締役 木下 繁夫 

区 分 中間処理     ・     最終処分 

許 可 番 号 2028022704 

処 理 施 設 

所 在 地 

（複数ある場合はそれぞれ記入

） 

施設名 所 在 地 

東御営業所 東御市加沢字上川原１３８番地１ 

  

  

担 当 部 署 コンプライアンス・広報部 

担 当 者 名 高坂 紗也佳 

連 絡 先 

ＴＥＬ 026-222-1880 

ＦＡＸ 026-222-1881 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ n2210402@naotomi.co.jp 

 

１ 目標達成状況 

＊当年度目標値は、当年度実践計画書への記載数字を記入する。 
＊当年度実績値は、計画期間における目標値に対する実績値を記入する。 

（１）リサイクル率実績（中間処理の場合）                   （％） 

廃棄物の種類 

当年度目標値及び実績値 過年度実績値 

令和 6 年度 

目標値 

令和 6 年度 

実績値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

廃プラスチック類 100 100 100 100 

紙くず 100 100 100 100 

以下記載無し     
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（２）再生利用実績（中間処理業者の場合）                    （ｔ） 

廃棄物の種類 

当年度目標値 

及び実績値 
過年度実績値 

用 途 
令和 6 年度 

目標値 

令和 6 年度 

実績値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

廃プラスチック類 1000 1016.0 1,050.19 973.03  

紙くず 30 0 2.70 2.69  

以下記載無し      

      

      

 

（３）最終処分量実績                              （ｔ） 

廃棄物の種類 

当年度目標値及び実績値 過年度実績値 

令和 6 年度 

目標値 

令和 6 年度 

実績値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

廃プラスチック類 0 0 0 0 

紙くず 0 0 0 0 

以下記載無し     

     

 

２ 産業廃棄物の種類、排出量、処理量、処理方法、排出ガス、排出水等に関する情報公開実績 

会社ホームページへの掲載、産廃情報ネットへの掲載、取引先の見学受入、地元

環境懇談会実施に伴い随時、情報公開した。 

 

３ 産業廃棄物処理施設（中間処理施設等・最終処分場）の地域への公開実績 

施設の名称 施設公開状況 

日 時 対象者 人数  内 容 

東御営業所 
令和6年 

12月 

地元区 

役員 
13 

地元加沢区役員に対し、１年間の

活動内容、処分する産業廃棄物の

種類・処理量・処理方法の公開、

法規制値及び自主基準値に基づい

た排出水等の分析データ等の情報

を報告した。 

以下記載無し     
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４ 中間処理・最終処分を委託した処理業者（施設）の現地確認実績（中間処理業者） 

区 分 廃棄物の種類 現地確認結果（確認回数、確認日、確認状況等） 

中間処理場 廃プラスチ

ック類 

2025年2月に㈱フライトワン現地確認実施。適正な処理内容を確

認した。 

以下記載無し  

最終処分場 
委託なし  

  

 

５ 従業員教育（研修）実績 

実施月日 対象者 実施内容 

毎月実施 全従業員 
月別に勉強会テーマを決め、廃棄物処理法勉強

会を実施。廃棄物処理法の基礎知識を学んだ 

以下記載無し   

 

６ 排出事業者への協力要請実績 

取引開始時に営業が取引先へ分別排出の協力を依頼した。 

引取り時のドライバーからの連絡に基づき、その都度、分別等排出事業者へ注意喚

起した。 

 

７ リサイクル技術向上に向けた取組み実績 

最新動向に関する講習会・研修会への参加による情報を収集した。 

技術研究室で分析を行い、その結果に基づく処理方法、利用方法を検討した。 

リサイクル技術向上のための研究課題へ継続して取り組んだ。 

リサイクル実証実験に参加しリサイクル技術向上の可能性を追求した。 

 

８ 不法投棄・不適正処理を発見した場合の協力実績 

令和６年度においては不法投棄、不適正処理の発見は無し。 
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９ その他独自に取り組んだ事項についての実績 

代替素材への転換※１、環境認証制度※２の取得、電子マニフェスト（公益財団法人 日本

産業廃棄物処理振興センター）の導入等を含む。 

・「地域に愛され、必要とされる会社とする」の理念の下、花一杯運動を継続し（

年２回の植替え）、毎週木曜日を「清掃環境の日」と定め、敷地内及び工場周辺

の清掃・美化を実施し地元地区の清掃等行事への参加等地元貢献に務めた。 

・2010年、電子マニフェスト加入。 

・2019年8月、信州プラスチックスマート運動協力事業者登録 

・2022年6月、脱プラスチックの取組みとして、プラスチック製のクリアファイル

に 

代わる紙製のファイルを導入。 

・2024年1月、長野県SDGs推進企業更新。 

・2025年3月、廃食用油から精製した高純度バイオディーゼル燃料の信州リサイク

ル製品に認定 

※１ 化石燃料由来プラスチック製品等からバイオマスプラスチックなど環境負荷の低い素材や製

品へ転換していくこと 

※２ 環境 ISO 14001、エコアクション 21 等 

 


